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統
計
要
覧
に
よ
る
と
、
本
市
の

世
帯
総
数
は
５
万
５
３
０
０
世
帯
、

そ
の
う
ち
一
戸
建
て
は
２
万
５
８

１
４
世
帯
で
す
が
、
共
同
住
宅
は

２
万
８
８
１
５
世
帯
で
あ
り
、
半

数
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
化
、
適
正
管
理
や

建
て
か
え
な
ど
に
対
し
法
律
が
制

定
さ
れ
て
お
り
、
定
住
人
口
や
良

好
な
住
環
境
の
維
持
と
い
う
観
点

か
ら
本
市
と
し
て
も
事
前
の
予
防

策
を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

当
局
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
群
で
管
理
組
合

よ
り
公
共
施
設
の
複
合
施
設
な
ど

を
含
め
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
提
案
が
あ
っ
た
場
合
、
市
と
事

業
者
と
の
協
働
に
よ
る
再
開
発
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
可
能
性
に
つ

い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

平
成
30
年
度
か
ら

マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
め
た
沿
道
建
築

物
の
耐
震
診
断
補
助
制
度
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
の
後
、
そ
の
他
の

マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
し
て
も
沿
道
建

築
物
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
て
並
ぶ
地
域
に
お
い

て
、
管
理
組
合
よ
り
複
合
施
設
と

し
て
の
活
用
を
含
め
た
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
提
案
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
座
間
市
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
検
討
し
、

地
域
の
方
々
と
協
働
に
よ
り
地
域

特
性
に
応
じ
た
地
区
計
画
等
の
手

法
や
再
開
発
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
の
活
用
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の

適
正
管
理
に
対
す
る
対
応
を
！

　

「
公
共
施
設
の
使
用
料
に
当
た

っ
て
の
基
本
方
針
」
で
は
、
「
全

て
の
建
物
を
改
修
、
更
新
し
た
場

合
に
は
、
今
後
20
年
間
で
約
３
０

０
億
円
の
新
た
な
支
出
増
に
な
る

と
想
定
し
て
い
ま
す
」
と
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
使
用
料
の
基
本
方

針
を
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ

い
て
見
直
し
を
す
る
こ
と
と
し
た

と
あ
り
ま
す
。
一
方
、
地
方
財
政

法
の
第
27
条
の
４
及
び
地
方
財
政

法
施
行
令
第
52
条
で
は
、
職
員
の

給
与
に
要
す
る
経
費
や
義
務
教
育

学
校
の
建
物
維
持
と
修
繕
に
要
す

る
経
費
は
市
町
村
が
住
民
に
そ
の

負
担
を
転
嫁
し
て
は
な
ら
な
い
経

費
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
公

共
施
設
の
コ
ス
ト
の
試
算
に
お
い

て
、
義
務
教
育
学
校
に
関
す
る
経

費
と
除
外
し
た
経
費
は
幾
ら
に
な

る
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共

施
設
の
使
用
料
算
定
に
当
た
っ
て

は
、
職
員
給
与
や
義
務
教
育
学
校

に
関
す
る
経
費
は
除
外
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

学
校
教
育
施

設
に
要
す
る
経
費
は
約
２
８
０
億

２
２
０
０
万
円
、
そ
の
他
施
設
に

要
す
る
経
費
は
約
１
２
８
億
４
７

０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

人
件
費
の
取
り
扱
い
は
使
用
料
算

定
に
用
い
る
も
の
の
み
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
地
方
財
政
法
施
行
令

第
52
条
に
定
め
る
学
校
に
要
す
る

経
費
へ
の
転
嫁
を
行
う
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
法
及

び
施
行
令
に
は
抵
触
し
な
い
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

　

市
道
７
号
線
（
相
模
原
二
ツ
塚

線
）
の
工
事
進
捗
状
況
、
工
事
完

了
時
期
及
び
未
着
工
区
間
の
用
地

買
収
状
況
並
び
に
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
工
事
完
了
に
向
け
て
の

県
と
市
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

都
市
計
画
道
路
相

模
原
二
ツ
塚
線
は
、
神
奈
川
県
が

平
成
29
年
度
末
ま
で
を
事
業
期
間

と
し
て
事
業
認
可
を
取
得
し
、
市

道
相
模
が
丘
１
３
４
号
線
か
ら
県

道
50
号
座
間
大
和
ま
で
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

用
地
買
収
状
況
で
す
が
、
相
模

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
の
地
権
者
全

員
か
ら
の
合
意
を
受
け
、
用
地
買

収
契
約
に
向
け
た
事
務
を
進
め
て

お
り
、
工
事
は
契
約
後
、
速
や
か

に
行
う
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
道
50
号
座
間
大
和
と
の
交
差
点

の
北
側
部
分
の
用
地
も
、
神
奈
川

県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
昨
年
12
月
に
用
地

買
収
が
完
了
し
、
現
在
、
改
良
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
東
海
大
相
模
高
前
交
差
点
か

ら
ス
ー
パ
ー
三
和
ま
で
の
区
間
も

県
に
よ
る
用
地
取
得
が
完
了
し
、

事
業
認
可
期
間
内
竣
工
を
目
指
し
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ
ン

タ
ー
に
は
、
歩
行
者
が
安
心
し
て

通
行
で
き
る
歩
道
設
置
や
車
両
の

交
互
通
行
が
可
能
に
な
る
車
道
整

備
と
い
っ
た
本
市
の
要
望
を
十
分

に
理
解
い
た
だ
き
、
事
業
認
可
期

間
内
の
整
備
完
了
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
定
空
き

家
を
予
防
す
る
に
は
、
地
域
で
見

守
り
、
地
域
で
空
き
家
を
生
か
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年

度
、
空
き
家
の
実
情
を
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
で
管
理
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
始
め
た
こ
と
は
、
大
変
す
ば

ら
し
い
一
歩
で
す
が
、
ど
の
よ
う

に
有
効
活
用
し
て
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
空
き
家
の
管
理
に

は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
市
で
も
協
定
締
結
を
検

討
中
で
す
が
、
そ
の
内
容
と
独
自

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

場
所
や
状
況
を
主
と
し
た
情
報
を

関
係
部
署
間
で
事
前
に
共
有
、
認

識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
照
会

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
ほ
か
、
危

険
箇
所
の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
取

得
す
る
こ
と
で
、
危
険
回
避
や
防

火
等
の
各
種
予
防
対
策
、
行
政
指

導
等
に
有
効
活
用
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
締
結
予
定
の

協
定
の
内
容
は
、
空
き
家
等
の
現

状
確
認
、
除
草
、
植
木
の
剪
定
等

や
所
有
者
か
ら
市
に
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
紹
介
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
近

隣
住
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
っ
て

市
か
ら
所
有
者
に
適
正
管
理
を
促

す
文
書
を
送
付
す
る
際
に
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
空
き
家
管

理
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
コ
ス
ト
計
算

職
員
給
与
と
学
校
維
持
修
繕
費
は
除
外
を

二
ツ
塚
線
整
備
へ
大
き
な
一
歩

相
模
カ
ン
ツ
リ
ー
地
権
者
全
員
か
ら
合
意

佐
藤　

弥
斗　
議
員
《
ざ
ま
明
進
会
》

守
谷　

浩
一　
議
員
《
日
本
共
産
党
》

竹
田　

陽
介　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

「
空
き
家
」を
地
域
で
見
守
り

地
域
で
生
か
す

内
藤　

幸
男　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
３
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
の
年
４
回
開
催
さ
れ
る
定
例

会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の
締
め
切

り
日
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
６
（
２
５
２
）
８
８
７
２

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

　

９
月
定
例
会
の
各
委
員
会
で
審

査
し
た
陳
情
は
、
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

◎　

採　
　

択

　

陳
情
第
16
号　

薬
害
肝
炎
救
済

法
の
延
長
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情

◎　

不
採
択

　

陳
情
第
14
号　

北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
に
備
え
た
避
難
訓
練
等
の
実

施
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第
17
号　

所
得
税
法
第
56

条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
を
国

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

◎　

継
続
審
査

　

陳
情
第
15
号　

全
国
森
林
環
境

税
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
採
択

に
関
す
る
陳
情


